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平成26年7月台風第8号による長野県木曽
郡南木曽町で発生した土石流災害での試み
　平成26年7月に発生した南木曾町での土石
流災害においては、発生後に現地入りし、ス
マートフォンを用いて現地から写真の登録を行
いました。また、現地調査終了後、GPSログや
他のデジタルカメラで撮影した写真を登録し、
当時の様子を地図上に登録しました。さらに、
国土地理院が災害後の空中写真を地理院地図で
公開したため、それと重ね合わせ、そのほか各
種現地で把握した情報を載せた上で、災害の全
体像を記録したマップが完成しました（下図）。
eコミマップは情報の登録だけでなく、共有や
発信が容易なツールです。今後、学会や他の研
究者と連携しながら、自然災害調査の共有のた
めの仕組みの構築を目指して研究開発を進めて
いきたいと考えています。
eコミマップによる災害調査写真の共有の
試み
　そこで、防災科学技術研究所では災害調査情
報共有の端緒として、「eコミマップ」をベース
とした災害調査写真の共有を意識した災害調査
を行いました。eコミマップは当研究所が開発
したオープンソースの地図ツールで、様々な地
図を下敷きに、情報を登録することができます。
特に、外部の様々な地図を下敷きにすることが
でき、国土地理院の地理院地図のデータを表示
することが可能です。最近、国土地理院は災害
後に撮影した写真を地理院地図で公開してお
り、簡単にeコミマップに表示することができ
ます。さらに、eコミマップはスマートフォン
やタブレットに対応しており、現地での地図参
照や、現地から写真と位置情報を登録すること
ができ、素早くeコミマップの地図上に災害調
査写真を登録することができます。
